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５年生保護者様

広島市立口田小学校校長　　
山田　明美

　　　　　　　　　　　　５年生担任
「 基礎・基本 」定着状況調査報告
　

６月１２日に県内一斉に「基礎・基本」定着状況調査が実施されました。小学校は，５年生を対象に「国語」「算数」「理科」「生活と学習に関する意識・実態」調査が行われました。その結果がまとまりましたので，本校の実態についてご報告いたします。
（1） 本校・広島市・広島県の「国語」「算数」の平均通過率（％）
	国

語
	領　域
	本　校
	広島市
	　　広島県

	
	聞くこと
	　　８８．５
	８０．０
	８４．５

	
	書くこと
	　　６１．５
	６８．８
	７３．４

	
	読むこと
	　　７３．４
	７２．３
	７４．２

	
	言語事項
	　　６２．７
	７２．８
	７７．１

	
	読むこと・書くこと
	　　２４．１
	３３．８
	３８．２

	
	平　均
	　　６０．５
	６６．０
	７０．１


	算

数
	領　域
	本　校
	広島市
	　　広島県

	
	数と計算
	７１．０
	８１．９
	８４．３

	
	量と測定
	５３．６
	５６．３
	６０．４

	
	図　形
	４１．４
	５０．６
	５５．９

	
	数量関係
	６０．４
	６６．８
	６９．４

	
	量と測定・数量関係
	６０．７
	６６．４
	６８．１

	
	平　均
	６０．１
	６６．７
	６９．８


	理
科
	領　域
	本　校
	広島市
	　　広島県

	
	物質
	６０．０
	５６．０
	６０．１

	
	エネルギー
	４６．０
	４７．７
	５２．９

	
	生命
	７４．４
	７４．１
	７５．３

	
	地球
	４９．５
	５２．４
	５５．８

	
	平　均
	５７．７
	５７．９
	６１．３


（２） 本校の実態
①国語

	国
　
語
	聞くこと
	要点に注意して聞き取ることができている。


	
	書くこと
	文章を推敲したり，理由を挙げて記述することはおおむねできている。しかし，手紙の宛先や宛名の書き方が分かっていない児童が多い。

	
	読むこと
	登場人物の様子を想像したり，気持ちを文中から抜き出したりすることはできるが，登場人物の気持ちを考え，前後の文章に合わせて書くことが苦手な児童が多い。

	
	言語事項
	主語・述語の関係を理解できていない児童が多い。また，ローマ字の読みはできるが書き方が定着していない。

	
	読むこと

書くこと
	複数の資料を読み取り，問題に答えることが苦手である。資料を読み取ることはできても，それを基に自分で考えたことを文章にするのが苦手である。


【指導の重点】                                      
○　「聞くこと」では，国語の授業を中心に，要点を中心にメモを取る練習をしていく。また，話をするときにも，相手の意図を考えながら聞くことにより，集中して聞くことができるよう指導する。また，すべての教科において，文章構成を意識して項目立てて聞いたり，書いたりするようにする。
○　「書くこと」では，理由をはっきりさせながら文章を書くことができるよう指導していく。また，文章を推敲する時間も十分にとり，定着を図っていきたい。さらに，手紙の書き方（宛名の書き方，相手に応じた内容）等の生活に必要な基礎的な力が定着するよう丁寧に指導する。
○　「読むこと」では，文章中の叙述を基に登場人物の心情を考えたり，様子を想像したりする活動を取り入れていきたい。また，文章構成図をもとに段落相互の関係を考えていく学習も繰り返し行う。
○　「言語事項」では，ローマ字を書く機会を増やし，定着させていきたい。また，主語・述語の働きは何かをはっきりと理解させる指導を行う。文章を書いたり読んだりするときには，主語や述語を意識するようにする。

○　「読むこと書くこと」では，複数の資料を読み比べる学習を中心に，自分の考えをもつことができるよう指導していく。
②算数
	算
数
	数と計算
	整数の計算については概ねできているが，分数の意味と表わし方に課題がある。また情報の整理と判断が十分できていない。式と文章を使って説明することに課題がある。（特に式に表わすこと）

	
	量と測定
	時間の単位については，概ねできているが，面積を求めたり，角の測定をしたりする問題に課題がある。

	
	図　形
	図形の作図については，概ねできている。図形の定義（正方形）や立体の構成（面に垂直な辺）を問う問題では，どちらも課題がある。

	
	 数量関係
	四則混合の計算や伴って変わる数量に課題がある。


【指導の重点】
○　「数と計算」では，計算はできても，情報を整理し判断する力や表現する力が十分ではない。学習の中で式が何を表わしているのか考えたり，式に当てはまる問題を作ったりする機会を十分にもち，自分の考えをノートに式や言葉，図などにかき，表現する場を多く取り入れるようにする。分数については，単位分数のいくつ分という表し方を確実に理解させるようにする。
○　「量と測定」では，日常生活の中でも面積や角度を意識させる。また，複合された図形の面積を一つだけの方法ではなく，いくつかの方法が考えられるように共有の場を設ける。
○　「図形」では，図形に関する用語の意味や定義の定着を図る。立体の構成要素に着目し，具体物を使いながら垂直や平行について判断する力を付ける。
○　「数量関係」では，○や□を用いて，言葉の式を作ることができる力を付ける。伴って変わる数量の関係については，図や表などを活用して問題文にある数量の関係を捉え，それを式に表す学習を繰り返す。

③理科
	理
科
	物質
	空気と水の性質については概ねできている。温度と水の関係については，表とグラフの関係を読み取ることに課題があった。

	
	エネルギー
	電気の働きについては，乾電池の配列の仕方や配列によって電流の強さがどのように変わるかへの理解が不十分だった。

	
	生命
	虫の体のつくりや育て方など，昆虫と植物に関する問題は概ねできている。

	
	地球
	天気と気温の関係では，グラフの読み取りに課題があった。水の蒸発や結露についてなど説明を必要とする問題にも課題がある。


【指導の重点】

○　「物質」や「地球」では，グラフや表の読み取りに課題があったので，理科の授業だけでなく，他教科でも表やグラフの読み取り方，それらから分かることを意識して学習できるようにする。
○　「エネルギー」では，電池のつなぎ方に違いがあることは分かっていても，実際にどのようにつなげばよいか回路をかくことには課題があった。一人一人が回路を作る経験をしっかりできるようにするとともに，図で回路や配線などを表現する活動も多く取り入れる必要がある。
○　「生命」では，これまでの経験を生かし，身近な昆虫や植物についての理解はできていた。体験の積み重ねが力となっていくので，これからも観察や実験の場を多く設け，実際に体験できるようにする。
④生活と学習に関する意識・実態
	生
活
と
学習
に関わる意識・
実態
	生活習慣
	ほとんどの児童が毎日朝食を摂り，学校に来ている。

家でテレビを見たりゲームをしたりする時間が長い。

	
	学習習慣
	家庭での学習時間が少なく，学習習慣が定着していない。授業の復習をしている児童も少なく，自分で学習計画を立てることができていない。   

	
	思考力
	ものごとを解決するときに，結果を予想しながら取り組んでいる児童が多い。しかし，いろいろな視点から解決方法を考えようとしている児童は少ない。

	
	表現力
	自分の考えをもっているが，相手に分かりやすく伝えるためにどうすればよいかを考え，工夫して話そうとすることへの意識は薄い。

	
	学習動機
学習意欲
	将来の夢をもち，目標にむかって勉強している児童が多い。

	
	社会的事象への関心や体験
	自分の住んでいる地域への愛着をもち，あいさつをして地域の人と関わりをもとうとしている児童は多い。

	
	読書
	本を読むことが好きではあるが，読んだ本の内容を共有し合ったり，学習に本を利用したりすることは少ない。

	
	自己実現力
自己効力感
	達成することの喜びを味わったことがあり，努力をすれば実現することができると感じている児童が多い。しかし，自分のよさに気付き，よさを周りに認められていると実感できていない児童もいる。


【指導の重点】
· 　将来の夢をもち，目標にむかって勉強している児童が多く，何事にも意欲的に取り組むことができる児童が多い。しかし，自分で学習計画を立てることができていない児童が多いので，家庭学習をきちんとする習慣を身に付けさせたり，自主勉強など自ら興味をもって，取り組むことができる課題を与えたりして，よい学習習慣を身に付けさせる。　　また，自分のよさを周りに認められていると実感できていない児童がいるので，教師は肯定的な評価を心がけ自分の居場所が学級，学校にあることを感じられるような集団づくりにも努めていく。
これからの取組
国語

・　文章構成を意識して項目立てて聞いたり，書いたりする。・・・すべての教科で

· 作文･･･詳しく書く前に項目だてて短い言葉でまとめる。

· 漢字の音読み・訓読みが定着するようにする。文章の中で漢字が正しく使えるように，短文をつくる。教師が例文を出す。
· ローマ字が定着するように，コンピュータを利用する。

· 夏休み・冬休みなどを利用してプリントで復習する。

算数

· 図形の定義･･･単元「図形の角」「図形の面積」でそれぞれの図形の定義をおさえる。掲示物なども工夫し意識づける。
· 式の表し方が分かっていない。単元「四角形・三角形の面積」「正多角形と円周の長さ」関係の表し方について今後指導していく。
理科

・
